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研究禽報告要旨  

傭  兵（1955．1．10）  

飯 塚 浩 二   

戦争の性格もそうだが，軍隊の性格も，時代によって相違があ少，かなカ  

適確にその時代の杜倉の構成に照應しているようである。   

古狐 軍隊の性格はミリシア（民兵，義勇兵）とマーシナリ（傭兵），賦役  

の兵と職業的軍陳など，封立する型のあいだを動揺しながら，攣ってきてい  

る。古典古代のギリシアも，指導者が市民たちに。，君らの自由，妻子の自由  

のために起て，と呼びかけることができたのは或る特定の時期だけのことで，  

商業都市として繁発する一にいたったアテネは，軍事は傭兵に待つ配合であ少，  

その前にはギリシア白からが大国ベルンアへの傭兵供給地であった。商業都  

市はカルタゴも，後のヴェネチアも，傭兵に綴っておⅧ，わが国の堺の如き  

も，信長の歴迫には浪人の徴募を以って封抗した。支線・慶長の役の外征部  

陳には，大量に傭兵除が使われてお力，その一部ほ朝鮮側にくらがえして，  

満洲との囲項警備に配置されている。封線の武士（騎士）圏と賦役の兵とが，  

封建諸侯の兵力だが，これに封抗して中央集樺を目ざした君主の兵力は，傭  

兵によってまかなわれ尭。ラテン・アメリカにおけるコンキスタドーレスの  

兇暴の記録払．戦地での掠奪を常習としていた傭兵が日頃の地金を田したま  

でのことである。   

封建諸侯打倒のために徴募された傭兵陳ほ，やがて陶王放いし皇帝の常備  

軍に編成替えされてゆく。シルラーの戯典「ワレンシュタイン」はこの推樽  

の過程で，傭兵軍圏の大頭目が疎外されてゆく有様を措いている。イギリス  

はミリシアの俸統をもつ圃といわれるが，アメリカの猫立戦争邦歴のために，  

ドイツの壮丁二萬九千を七百萬硬で買い入れた。けだし，最も公然たる人身  

東男の歴史的起録である。スイス政，自国の壮丁を外囲の傭兵に周旋する仕  

事を，一八四八年まで，国家の猫占事業として営んでいた。解放前の中国に  
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患いて，軍事が軍閥の請負事業であったことを笑うものは，白から軍隊の歴  

史についての非常識を暴露しているにすぎない。  

ヨーロッぺ 近東方面出張辟圃談（1955．1．12）  

江 上 波 夫   

今回約八ケ月間ヨ一口ッぺ 近東方面に出張したのは，昨年4月マドリド  

で開かれた国際先史拳・原史草食議と，8月ケンブリッヂで開かれた国際東  

洋聾者合議に出席するのが主な目的であったが，なおローマにおけるマルコ・  

ポ・－1ロ土石年祭の行事の一として，イタリア中亜・東亜畢合で講演を，また西  

ベルリンの自由大畢で講義を依罵されていたのを果すためでもあった。マド  

リッド合議の後，スペイン国内をひろく見聾し，北亜のタンジール，モロッ  

コにも足を仲ぼした。ローマの講演の後には，オーストリー，ユーゴーを訪  

れて，その遺跡をたづねた。ケンブリッヂ合議の後デンマーク・スウェーデ  

ンの博物館や研究所を見て廻れ，銅周の途次，ギリシア，トルコ，エジプト  

を経て，イラークのバグダートに赴き，オリエント瞥倉禽長三笠宮の依頼で，  

同閥にぉいて日本の聾者が先史時代の遺跡を蟄掘調査する件につき，イラー  

ク国政府古文物局長ナジ・アル・アシル博士と談し合い，候補選跡の二三を  

モースル市西方に踏査して，昨年十二月中旬鐸圃した。  

農地改革後の自作農（1955．1．28）  

嶋岩手における一票家の事例報告－【  

花 村 ＝芳 樹  

1  

農地改革の結果，虞汎に自作農が創設された。しかし，自作地の増大・小  

作地の減少を，単に量的に見るぼかカでなく，質的に捉える必要がある。岩手  

願北上川流域の平坦村姉饉村（現在水澤市姉鰹町）の一良家を事例として創  

設された自作農が，果して自由な土地所有者であるか，また，どのような賛  
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展の燥件が輿えられているかを，横面見的に検討する。  

2   

事例農家の所在部落は，戸数12戸，姉鯉村最大の地主丁家があ粧∴自作  

余地主屏が多く，改革前，貸付地を所有するものは8戸であった。現在，経  

営規模倭，いずれも1町－1町5反であカ，中農犀が集中している。事例農  

家は，改革前，自作地3．4反，小作地11．8反，改革後，自作地10．7反，  

′ト作地2．1反であ少，部落での序列は低い。  

3   

（1）創設地は，いずれも縄のびがなく，水がか射終わるい。苗代40坪（墓  

帳面20坪）をTによって取上げられている。なお，部落の序列は，苗代の  

良否に比例している。  

（2）改革前からの自作田は，「家の田」と呼び，でからの創設地は，自己  

の所有地であるにもかかわらず，「Tの田」と呼んでいる。「家のH」と「T  

の田」は隣接しているが，堆肥の投入量をことにし，馬耕をかける時も，「査  

た取返されるのではたいかという気がして」，「Tの田」をけず少，「家の田」  

を大きくしてしまう。  

〔部落新地図省略〕  

（3）改革後，始めて，カルチ・プラウ・畜カセッl‥調整磯といった大農  

具を，部落内の自作余地主犀と共有の形で購入しているが，使用の面でぼ，  

「自分の使いたい時，使えす」階層差があらわれている。  

（4）水路の末端にあるため，「よその家の戸口から出入少しているような  

もの」である。苗代田をもたず「田をみてではなく，人をみてする」供米割  

常のため，米作農家としての聾展は阻まれ，自営兼業（豆腐屋）の形で，昭  

和26年以猟 小商品生産者としての上昇を求めている。「土方するよ粧脱  

するかもしれないが，自分で作って，自分で値をきめられるのが，なんと放  

く嬉しい。その昧で，豆腐がやめられないのだ」という。  

4  
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農地改革を次のように評供する。「田をもらった，田を買ったので，田を  

取返したのではない。農地改革で，田の泥に足をとられた。土地をもったた  

めに，土地への愛着が生れた。どんなに貧乏しいぢめられても，動くことが  

でき放い」と。  

農地改革で創設された自作農塁乳「アメリカにでつち上げられた中農」であ  

る。でつち上げられた中農であるが故に落暦をくいとめ，上昇する造を眞創  

に求めているのである。  

意識・行動の二元性（1955．2．4）  

築 島 諌 三   

外面的面子意識に封する内面的倫理意識，感性的自由に封する理性的自由  

などといわれる。そこには意識の二元性が示されている。感性的次元からの   

超脱があって，高次の意識が得られる。感性的次元に生きてこれをこえると  

はどういうことか。問題は心理畢的人間観につながる。   

人間のみが所有する文化の性質を究明すると，文化生成の基礎にはたらく  

人間国有の精両横能の性質が窺い知られてくる。それは端的に象徴機能とい  

われる。文化ほ革なる物で按なく機能概念である。机なる物は机としてのほ  

たらきをもったものとして把捉され，そのはたらきをはたす物ほ，いかに形   

色が遣っても，机という名まえで概括される。机なるものが時間的に窒間的  

に俸えられて磨く融合財となっていくためにぼ，右のような机としての「般  

的意味が固定することが必要であ少，机なる名稲ほその一般的意味を指した  

ものである。個物を指して机だというのほ，この一般的意味に合致するもの  

と認めることである。このように一般的意味を指示するために用いるものを  

象徴という。   

象徴は記眈であるが，記鍍と呼ぼれるものぼ動物にも見られる。道具を使  

った少つくった刃することもできる。その道具は目的に封する手段たる性質  

のものであるからそれほ記既と同質のものである。ところが？象徴も記挽に  

－ 5 －   



は違いないが，それと動物の記眈とは根本的な違いがある。動物においては  

そのときの場面の構造に強く制約され，いわばその場かぎ少の感覚的世界に  

限定された記競たるにとどまるが，人間の場合は感覚的現場をはるかにこえ  

て，それ自饅としての固定世界を成している。人間の思考はこの象徴の世界  

の中でいとなまれ，動物の思考は眼前の自然世界に限定されるといえよう。   

このような事茸に接すると，我々の生活内の意識・行動の二元性を思い知  

らされるように思う。慣習のままに行動する場合とそれをこえて考え行動す  

る場合とにってである。生物系の中における個人の内部におけるそれぞれの  

次元の異力方の類似性が注目されるのである。人の内面的進歩は横制上は動  

物の心から人間の心への飛躍に封應するものがあるようである。この小考を  

支えてくれる若干の文献は次の過少である。   

Cassirer，E．，AnEssayonMan，anIntroductiontoa PhilosophyofHuman  

Cul血re，1944．  

（邦澤「人間」宮城青銅繹 昭和28年）   

Bidney，D．，TheoreticalAnthropology，1953・  

Spiro，M．E．，HumanNaturein PsychologicalDimensions，Amer・Anthrop・，  

56（1954），Nq．1・   

拙稿 行動の系統召生一人間－，論理的思考，日本應府心理学禽編「心理学講座」  

第3巻，第5憩，昭和28年  

信教自由の問題（1955．2．11）  

小 口 偉 －  

1．近代国家における信教の自由は，具鯉的には，政教分離の原則に表現  

されている。その場合の自由とは，あくまでも個人的自由であるけれども，  

国家と宗教という関係においては，個人的信仰ではなく，むしろ集固形態の  

宗教が問題になる。従って，ヨー・ロッパにおけるよう詠，囲家と教禽との関  

係の問題がその典型を放すといえよう。それには権威機構の封立が前提とな  

っていると∨、えるかもしれなV、。   

2．日本の民衆の意識に，信教自由の観念がほとんど見られないのは，生  
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括基盤が宗教的にほシン・クレティズムの俸統の上にあるからである。唯一  

の宗教を選揮することを知らないかぎⅧ，信教の自由は問題にぼならない。  

明治年間においても，宗教紺係でこれを問題にしたのは，多くはキリスト者  

と浄土眞宗の愴侶であった。   

3．明治憲法ほ．，燥件づきで信教の自由を認めている。しかし国家権力は，  

この條件を掠少どころとして，宗教の澤歴と統制佗行った。戦後の新憲法ほ，  

このような條件を排除したが，そこには新しい問題が生れた。たとえば地域  

融合的願力（神社の氏子の問題），政治ボスの歴力（日蓮宗最上教の認記聞  

題）をほじめ，宗教相互間の緊張関係（創憤草食の運動）などがある。   

4．戦前，戦中のような宗教の国家統制や官僚統制ほ，もはや見られ放い  

にしても，宗教菜園の機構が接大化すると，救国白鱒の機能の欒化が行われ  

るので，そこには，個人的自由としてのみ限界づけられぬ問題が，獲るにち  

がい放い。国家と宗教との関係の問題ほ，か孜らずしも，過去の事件とはい   

えないであろう。  

イデオロギーについて（1955．2．18）  

－一特に，その概念の思想史的系譜の問題を中心に一  

宮 川  透  

常研究報告は，「イデオロギー」という語の思想史的系譜をたづぬること  

によって，世上濫用されている「イデオロギー」概念を整理し，それをその  

本釆の意味において確定しようとする意固からなされたものである。   

問題鮎ほ次の過少。  

1．「イデオロギー」という言英の由釆をたずねて，十八世紀フランスの  

いわゆる「イデオロジスト」における「イデオワジ」概念を検討。   

2．マルクス・エンゲルスの「ドイツ・イデオロギー」における「イデオ  

ロギー」概念を検討。   

3．十八せ紀フランスの「イデオロジスト」における「イデオロジ」概念  
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と，マルクス・エンゲルスにおける「イデオロギー」概念の意味内容におけ  

る相異は何に由来するか，そしてまた，それは思想史的に如何漁る欒容過程  

をもつか，を検討。   

以上の検討を通じて，敵封者の非現茸的非寛曙自勺観念形態を「イデオロギ  

ー」として把捉し，その機能の虚偽性を暴露する立場按，「ドイツ・イデオ  

ロギー」の出現，即ち，「史的唯物論」の確立によってはじめて原理的に確  

立されたこと，したがって，「所輿の生産関係の級饅としての経済的杜倉橋  

成鰭」を現貨の「土蔓」とする，いわゆる「イデオロギ←的上部構造」一般  

を指示する語としての「イデオロギー」概念の使用軋 むしろ，レーニン以  

降の用語法の拭大であることを確認した。  

日本の近代文化の性格についての一考察（1955．2．25）  

－－ レーダィットの鴎外批判をめぐって一  

生 松 敬 三   

主題ほ日本の近代文化のもつ和洋折衷的性格に関する反省・考察である。   

日本の近代化が皮相なもの，接大のようなものという批判は，欧米人が外  

から下した日本の近代に封する批判－－ロウウェルからハーンを経てラッセ  

ル或はレーゲィットに至るまで，その立場は異るにしてもー殆どすべてに  

通する定論であったことにまず注意してぉかねぼならない。   

森鴎外がドイツ留拳中に書Vlた「日本に関する異相」》Die Wahrheit  

uberJapan《（1886）及びその再論》Noch einmal′′DieWahrheitiiber  

Japan′′《（1887）は猫人ナウマンのそのような日本論に封する駁論として苦  

かれたものであるが，これを謹んでレーゲィットが1938年に書いたのが「鴎  

外文に封する欄外書入」》RandbemerkungenzuR．Mori／／DieWahrheit  

tiberJapan′′1886《である。   

その鴎外批判の要鮎は次の如くである。鴎外はアイヌの問題，風俗習慣の  
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問題，宗教俸誼の問題等に関する日本欝護論にヨーロッパ文明の尺度をその  

ま藍に根接としているが，それ按正しい態度であるかどうか。鴎外は日本が  

ヨーロッパを模焉したのではなく模範としたのであると言うが，全く異った  

歴史的前提を有する一つの文化を虞に模範としこれに随って自己を築くとい  

00 うことができるのかどうか。いったい異文化の外的な成果をク その成果の内  

（⊃0 的な歴史を自ら饅験することなしに自己に同化せしめることができるのかど   

うか。  
0000000   

このレーヴィツトの批判の論鮎が院外批判として適切か否かほ問題である。  

両者の問にある約50年間に第一次大戦をほさんでヨ【ロツパの位置そのも  

のが欒化し‥思想が欒様してお少，レーヴィットの哲壌的立場ほその欒貌を  

ふまえたものであることを見逃して妊ならない。しかしこれが明治以降の  

「近代」日本を反省する一つの辛がかカを輿える見解であると見ることはで  
000  

きるであろう。安易な和洋折衷方式はあくまで排されねぼならぬ。  

農業における潜在失業と猫占（1955．3．4）  

川 野 重 任   

「農業における潜在失業」とは農業所得が機能所得的に低いこと，就中労  

働所得に関してそれが慢性的ブ 傾向的に低いことを意味するが，これ故国民  

経済的にはそれだけ資源の浪費，濫費が行われて∨、ることを意味する。そし  

てそれは資本主義的番屋の急速なアメ リカ，日本等において著しく，その綬  

慢息フランスその他において鈍いことが注意されるが，これをもたらしたも  

のは何か。   

これが起因として吼．農業技術の進歩の反面にお仕る農廣物需要野性の小  

ささたあげなけれぼたらない。しかし，これを持緯的なものとして支えるも  

のほ資源移動叫労働力の農業から非農業への移動仙しの自由をはぼむ何ら  

かの形における猫占の存在でなけれぼならない。   

弼占要因としてほ市場知識，情報俸播の不完色 数育∴訓練等の人的投資  
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にぉける競争の不完全，横合獲得に怠ける競争の不自由等があげられるが，  

もつとも基本的孜ものとしては，工業の猫占競争的な構造があげられる，ま  

たこれに関連して賃銀決定における非経済的・社食的要因の支配があげられ  

放けれぼならない。これが賃銀欒動を限界生産力詮の教えるところとは異つ  

て非弾力的・硬直的汲ものとし，ここにいわゆる「就職横合論」すなわち雇  

用をきめるものは賃銀水準ではなく雇用横倉だとする論が展開されることと   

なる。  

しかしこの猫占性は工業の技術的露性によるものではたく，その競争の構造，  

す孜わち競争を制限し得る資本の力にあることを注意しなけれぼ怒らない。  

農業における低所得就業，潜在失業は決して農業や農民の技術的特性，技能  

水準というようなものに基くものではない。それは純粋に経済的なものであ   

る。   

〔文 献〕   

シカゴ大草経済撃部シュルツ，へディ，ジョンソン等の諸研究，そのイ也ハ  

ロッド，コーエン等の研究を注意したい。  

外歴と清末の政治構造（1955．3．11）  

－S・ライト「ハートと中国海関」の紹介を中心として一  

研究貞 坂 野 正 高  

Stanley F．Wright，助rt andlhe Chinese Customs（Belfast，1950），   

949pp．25cm．   

本書は，中国をめぐる国際関係の推移を背景にぉき，親税務司ロバート・  

ハートの公的活動を中心として，十九世紀中葉から二十世紀初頭にわたる海  

関の蟄展を詳述したものである。使用されている主な根本資料は海関の未公  

刊文書であるが，その中で特に注目に債するのは海関のロンドン局長キャン  

ベル（J．D．Gampbell）とハートとの問の往復文書である。  
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本書は十九世紀後年の中国史の各部分にわたって大きな資料的低値を有す  

るが，本談話禽においては，本書を材料として「清観政治構造にぉけるハー  

l、及び洋閲の位置と役割」について，次の諸鮎をあげて報告した。  

1．英国政府→総理衛門→組税務司   

2．外国人貿易商との封立   

3．領事との封立   

4．開港場所在他の清園地方官憲との封立   

5・直隷総督北洋大臣李鴻葦との封立（就中外交植及び梅箪建設をめぐる）   

6．洋閲をめぐる国際的乳轢  

イ 外貞磯貝の配分率  

口 洋閲収入を蜂保とする外債をめぐる争い   

ハ 根株務後任問題   

7．ハートの聾望の低下（漠門の割譲）  

フィリピンの経済調垂政策（1955．3．18）  

橋 本 秀 一  

21年7月4日成立した比島共和国は，同日付「貿易及び関係諸事項について  

の行政協定」の規定にもとづき，米国との問に緊密且つ特別な関係を保つ。  

第一ほ協定関税の規定であって，内園の問で，初期8年間は無札 後期20  

年間は初年度以降晃年基本率の5％相常額を累積する累増税率が課される。  

之は比島産品の封米翰出に漸減的な保喜整数果をもつ。第二には第5煉の通貨  

條項の規定にもとづき，比べゾほ米ドルに2封1の席巻交換率を以て釘付け  

されねぼならない。第三は第7條の均等條項の規定で，比島内の資源開普や  

公共事業につき米人は比島市民と平等の横利を賦興される。   

この様な協定下において，その初期8年間の経過とともにほぼ戦前同様の  

封米依存の経済構造が復活した。しかも猫立国家としての経済自立への其の  

通が歩まれねぼならない。その馬の政策や計塞が現に進行中である。ペソの  
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過高評傾が輸入を奨励して園内泡費の過剰を招いたため，24年末から鹿入剖  

常が賓施された。その教典は，国内製造工事を活傾聴し，且つ洩想外の外資  

も流入した。米比の政府系資本ほ重工業に偏重し，潜在資源の完全利用によ  

って重化準工業の基地を建設せんと志している。これらの方針が比島の視覚  

にマッチしているとは必ずしも断言でき孜いであろう。  

なお行政協定ほ29年12月15日改訂され，比政府は後期第1年度よれ基  

本率の25％に相常する額の輸入税率を課し得ることとな少，その他焉香焼  

項ぼ靡止され，また均等條項は双務化された。即ち，比島市民もアメリカ合  

衆国領域内において鍍物その他眉然資源の開費や公共事業の経常を行い得る  

こととなったのである。   

研 究 課 題   

昭和30年度  

H 共同課題  

1．周遊アジアの民族と文化  

A 北アジアにおける果落址の研究…………………… 江上波夫   

B 太平洋をめぐる文化潮流………………………… 大林太良   

C 北海道一先史文化の編年的研究……………………‥佐藤達夫   

D ウマの飼育之中心としたユーラシア大陸の文化交流……石田英一郎   

E 南アジアにおける稽米耕作………………………・中 根千枝  

2．中国における固有思想と外来思想の交渉………・結城令閲・窪 徳忠  

3．中国をめぐるさ丘代国際関係の展開   

A 中国の圃際的地位の欒動一第一次大戦後を中心として‥植田捷雄   

B 外歴と中開の政治構造一紙理街門の機能を中心とす  

る考案…………………………………‥…‥ 坂野正高   

C 英国封聾政策の政治過程………………………… 街藤酒昔  

4．東洋における土地所有の展開   

A 中開にぉける土地所有の主健の問題  
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ー村落の瘍合叫‥‥・‥・‥‥・‥・‥‥‥‥‥‥‥‥仁井田 睦  

一家族の場合－………………………… ・・高橋庸三  

B 均田制成立以前における土地制度…………………・西島先生  

C 明代における地主的土地所有と村落鯉制の欒遷………・ 佐伯有→  

D 明代清初■の賦役改革と地主制－とくに「地歴併徴」  

を中心として…………………………………・ 重田  徳  

E インドにおける土地所有関係の欒貌………………‥ 荒 松雄  

5．束洋にぉける政治機構の史的研究  

A 先秦諸国の崗家機構…………………………… ・関野  雄  

B 末代の農村機構‥∴……………………………・ 周藤吉之  

C 越南の政治機構………………………………‥ 山本達郎  

D 回教政構成立前の北インドにおける国家権力と村落…… 山崎利男  

6．現代中国の研究  

A 革命蟄展の諸段階と政治建設……………………‥松本善梅  

B 土地改革に及ぼせる政治情勢の影響……。…………・ 衛藤堵書  

C 土地立法の恐展………………………………‥ 前頭島iE夫  

D 婚姻法の豪展…………………………‥……‥ 仁井田 陸  

E1920年代の労働遊動……………………‥。……・ 佐伯有一  

F。農業集圏化について…………………………… ・石島和堆  

G 経済建設による地域吐合の欒貌……………………小堀  巌  

H 文学にぉけるリアリズムの系譜……………………′ト野  忍  

7．アジア的経済秩序と蟄展の構造  

A 東南アジア米穀経済の構造欒動…………………… 川野重任  

B 東南アジアの経済連設………………………… ‥橋本秀一  

8．日本の村の鯉制と意識  

A 地域と郷土……………………………………飯塚浩二  

B ＝部落の構造…・、……………………………… ‥花村芳樹  
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C 氏子組織・檀家組織・講組織と意識との関係………… 高大宏夫   

D 村落制度の研究………………………………‥ 田津美津子  

9．近代日本イデオロギーの研究   

A 農村社食におけるキリスト教…………………… ‥小口偉－   

B 神道的イデオロギーの系譜‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥高大宏夫   

C 日本啓蒙思想の特質……………………………・ 宮川 透   

D 近代日本文拳の思想史的研究…………………… ‥生松敬三   

E 外聞人の日本観………………………………‥ 来島諌三  

10．日本の漁業－その経済地理的研究－－－一……………… 飯塚潜二  

大野盛放  

⇔ 個別課題   

A 北末文人墨の研究………………………………米澤嘉囲   

B 中国地理畢史の研究……………………………・小堀   巌   

C 古典ヒンヅ一法の研究…………………………‥ 山崎利男   

D 法然と親鸞との思想的つなが少…………………… 結城令聞   

E 文化の心理聾基礎給……………………………・築島証三   

F 道教の日本への俸播…………………………… ・窪 徳息 

G 兼業農家と労働市場…………………………… ・花村芳樹   

文部省綜合研究費による研究  

研究課題「近代中開成立の諸前提に閲ずる紙合研究」  

1．紙 括………………………………………… 仁井田 陸  

2．法 律   

A 倦統的法典の成幻立ちと法典改革をめぐる新膏勢力の  

抗争………………………………………… 仁井田 陸  

大木幹一   

B 租佃制度と経済外強制…………………………‥ 福島正夫  

3．政 治  
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A 外歴と抵抗……………………………………街蕗藤 吉   

B 自治的諸集圏内の支配と被支酷………………‥…・松本善梅  

4．経 済   

A 前近代的経済機構とその崩壊…………………‥…西島走生   

B 先進地帯経臍一商工業とギルド鰻制……………… 佐伯有一   

C 後進地帯経済‥‥‥‥‥‥‥‥‥・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・ 重日］ 徳  

5．社  食   

A 地主農民の諸関係‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥周藤吉之   

B とくに革命前夜における地主農民関係………………石島和雄  

6．思 想  

A 民国における彿教の組織と動向……………………結城令閲   

B 宗教的秘密結社について…………………………窪  徳忠   

7．磐 術  

A 近代文学の成立………………………………‥小野  忍   

B 個人尊重の婁風の蟄展…………………………‥米澤嘉囲   

昭和29年度特別研究費による研究（腹績）  

課題「東北地方にぉける衆落他の研究」   

東北6願に磨く分布するいわゆる「館」とそれに附星する竪穴住居址群を  

考古拳・民族拳・社食聾・人文地理学・宗教学の各方面から綜合的に研究す  

る。本年度は考古学的調査に重瓢をおき，江上波夫・紺野堆・佐藤達夫の3  

名が主髄とた少，9月27日よ少10月10日まで，青森願北津軽郡市浦村相  

内において，鮫崎竪穴群と俗に福島城址と科する館址の馨掘調査を行った。   

〔附線］東洋学合機関誌「束洋文化」  

第18・19合併耽   

近世的村落共同鰻と家………………………………大石憤三郎  

中開の労働者についての・覚書………………………… 佐伯有一   

エミール・レーデラー「極束の四苗字」……………… ‥大野俊一繹  
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第20鍍   

中国共産其の誕生前後…………………………… …伊藤武雄   

ミッチェル報告書について…………………………‥街藤徳育   

農村の生計分析……………………………………鹿股春美江  
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